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鉛含有金属製アクセサリー類等の安全対策に関する検討会報告書 
（骨子素案） 

 
１．はじめに 
  開催の経緯 
 
２．鉛含有金属製アクセサリー類等を取り巻く状況 
 （１）日本における製品の状況 
  ・経済産業省及び厚生労働省による調査結果 
  ・製造、対象製品等の状況 
 （２）誤飲を取り巻く状況 
  ・日本中毒情報センターに寄せられる誤飲の状況 
  ・家庭用品健康被害モニター病院報告による誤飲の状況  

・母子保健における誤飲防止の情報提供状況 
・米国における鉛含有金属製アクセサリーの誤飲事故 

 （３）海外の規制状況 
  ・米国 
  ・カナダ 
  ・ＥＵ諸国 
 （４）既に着手された取組 
  ・アクセサリー製造業者及び販売業者（ポスター、製品ラべル） 
  ・玩具協会（基準設定） 
 
３．鉛による健康影響 
 （１）毒性 
  ・急性毒性 
  ・慢性毒性（誤飲による影響評価とは区別が必要） 
  ・小児における毒性 
 （２）暴露状況 
 （３）まとめ 
   海外における暴露状況と我が国の現状、誤飲事故の状況とを踏まえ、健康影響に

ついて概況を評価 
  
４．考えられる対応策 
 （１）誤飲防止の啓発 
  ・パンフレット等による注意喚起 
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  ・家庭用品健康被害モニター病院報告を利用した注意喚起 
 ・アクセサリー製造業者及び販売業者による注意喚起表示（製品ラベル）（再掲） 

 （２）自主的認証基準の設定 
  ・玩具協会（再掲） 
（３）医療機関関係者への情報提供 

  ・学会誌（小児科、救急医療関係）等を介した情報提供  
 
５．まとめ 
 
  


